
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 荒谷小だより  No.１２ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地  
令和７年１２月１０日（水） 

自分で社会を生き抜く「自ら・共に・しなやかに」の資質・能力育成  

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 
そのために、教科の本質を大

切にした授業に心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に味

わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷っ子発表会を経て
 １１月１５日（土）の学習発表会には、多数の保護者の皆様よりご来校いただき、子供達の学び

の姿を見ていただきました。 

【校長の話より】（11月 15日に話せなかったこと） 

８：５０に始まり、１１：２０まで約２時間半の学習発表会でした。充実したあっ 

という間の時間でした。日頃はなかなか見ることのできない他の学年の学びの姿を見 

合えたことが良かったのかなと思います。 

※インタビューに答えてくれた児童の皆さん、ありがとうございました。 

今年度の荒谷小発表会に関しては、進行、発表する学年、しっかり見て感想を話す 

児童、そして見守ってくださる保護者・地域の方々が一体となって雰囲気が作られて 

いました。この学び合う雰囲気が作られるというのが、とても大切なことなのではないかと思います。「風

土」とも言います。まさに「ワンチーム」です。発表の内容やスタイルはその学年で 

準備していくものになります。こうでなければいけないということはないと私は思い 

ます。今年度も昨年度から引き続き様々なスタイルがありました。ステージ発表あり、 

体育館フロアでのブース発表あり、音楽室での全員参加形がありました。それは、そ 

の学年がやってきたことや、やりたいことがあるはずだからです。学習が進んだから 

発表するというのが王道かもしれません。でも、発表会ありきでそこに向かって準備 

するというのもありです。朝会などで集まる時、毎時間の授業が始まる時、そこに確 

かな準備があることがよい雰囲気を生み出すことを話したことがあります。今回の開 

会行事での全校合唱でも「ステージに移動する瞬間から始まり、ステージから自分の 

席に戻るまでが発表です」という話をしました。本番では、その緊張感が静寂を生み出し、子供達の歌声が

よりいいものになっていたと感じました。 

 荒谷小では、伝え合う活動を大切にしていこうとしています。自分の気持ちをしっかり話す、友達の思いを

しっかり受け止める、対話やコミュニケーションの力を高め、思いがすれ違う場面を無くし、いじめの撲滅を目指

していきます。今日の子供達の発表の歌声や話す声は十分に伝わるものでした。今後、 

日常の教育活動（授業を含む）でさらに磨きをかけ、精度を上げていきたいと思います。 

また、そうできるであろうことを期待させる姿でありました。 

さて、本日ご参観くださいました保護者の皆様、お忙しい中ありがとうございました。 

子供達の学びの姿はいかがだったでしょうか。よく言われていることではありますが、 

これからの子供達は「予測困難な時代を前に、自らの人生を拓いていくこと」が求めら 

れます。私たちには時代に合わせていく力が求められます。「自ら」課題をもつ・「共に」 

成長する・「しなやかに」生きぬく力は荒谷小の目指す子供の姿そのものです。この学習 

発表会をゴールとするのではなく、新たなスタートと位置付け、ここで立ち止 

まることなく、さらに加速させていくつもりであります。 

 複式学級が始まる令和８年度の学習発表会はどんな形で開催することが効果 

的なのか、それを考えると今からわくわくしてきます。どうぞ、今後もご理解 

とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

児童感謝の会（11 月２６日（水）） 
交通指導員の伊藤様（北畠神社横断歩道）、交通指導員の武田様（荒谷四辻）、読み聞かせ「葡

萄の木」代表の水澤様にご来校いただきました。交通安全、読み聞かせに年間を通して日頃から

大変お世話になっています。そのことを私達は決して忘れることなく生活する必要があると思

います。お手紙や感謝の言葉、お花は形として残るものですが、「安全な歩き方や自転車の乗り

方を身に付ける」ことや「自分で本をたくさん読む」こと、「自分からあいさつする」ことも感

謝の表れです。感謝の質を上げていきましょう。 

 

◇子供達や学校のことで、お気づきのことがございましたら、下記までご連絡ください。 

  天童市立荒谷小学校 

  ０２３－６５４－２３１０  ＦＡＸ：０２３－６５４－２２９８ 
（午前７時３０分～午後５時３０分までの連絡にご協力下さい） 

◇土曜日や日曜日、祝日等の緊急の連絡先：緊急連絡メール専用アドレス 

 araya-kinkyu@dewa.or.jp 
 （メールを送る際は、お子さんの「学年・氏名・連絡先」を入力して下さい） 

◇左のＱＲコードから本校のホームページがご覧になれます。 学校だよりもカラーでご覧い

ただけます。 

 

【表彰】おめでとうございます 
令和７年度第 57 回天童市小中学校児童生徒理科作品展 

１年 とうかいりん「こおりとゆきのおしろ」 

１年 とがし   「すずめがのようちゅう」 

１年 たかはし  「あさがおにっき」 

２年 佐藤  「ぷかぷかやさいじっけん」 

３年 阿部  「キッチンブリーチで食べ物の色を抜いてみた」 

４年 奥山  「みんな大好きバスボムを作ってみた」 

４年 里見  「水の中でシャボン玉を作ろう」 

４年 里見  「バイカラーボトルを作ろう」 

 ４年 武田  「ペットボトルで雲を作ろう」  

 ４年 寺西  「コオロギの体が黒くなるまでどのくらいかかるのか」 

５年 神尾  「きょうふのおはか」 

５年 四釜  「卵の殻でチョークを作ろう」 

 ６年 佐藤  「体のかゆみについて」 

６年 花輪  「地球温暖化について 僕たちができること」 

６年 平賀  「たまごは何ｇで水にうくか」 

 ６年 水澤  「飲料水に含まれる砂糖の量を調べよう」 

令和７年度第 62 回市民美術展 

 １年 ほそや 「あさがお」 

 ２年 武田  「りゅうせんどう」 

 ２年 佐藤  「ライオン」 

 ３年 伊藤  「夜のシャボン玉」 

 ４年 佐藤  「ぼくのすてきな木」 

 ５年 加藤  「全力でがんばっているつなひき」 

 ６年 水澤  「ぼくの大切な机」 

令和７年度天童市食育標語コンクール  

小学生の部最優秀賞 ４年 村形 

令和７年度校内長距離走記録会新記録 

 ３年（800m）山本 ：3 分 05 秒 

 ４年（800m）奥山 ：3 分 10 秒  

  

 

 

 

 
 

 


